
 1

 

平 成 20 年 度 前 期 

土 曜 市 民 教 養 教 室 
 
 このたび、信州大学全学教育機構内に信州大学の教養教育の充実・発展に寄与するこ

とを目的に「信州大学の教養教育を考える会」を創設し、事業の一環として地域の皆様

を対象とした標記教室を開講することとなりました。 
今回、下記の６コースを開講致します。多くの皆様に興味をもって頂ければ幸いです。 

 
～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 

 

現代日本語の諸問題と信州のことば 
講師 馬瀬 良雄 （信州大学名誉教授） 

 
第１回 ４月１２日 現代日本語の諸問題と信州のことばを考える 

開講のことばのあと、現代日本語の諸問題としてどんな問題があるか、それがどうして

問題なのか、信州のことばとの関わりなどを考えます。 

 
第２回 ５月１０日 鼻濁音 

現代日本語の諸問題の一つとして鼻濁音の衰退をあげる人は多い。鼻濁音衰退の実態を、

アナウンサーや信州在住者の場合を紹介、さらに歴史的にこの問題を考えます。 

 
第３回 ６月１４日 信州方言概説 

信州各地の方言を録音テープを使って解説します。また、東西方言の対立、東西文化の

対立等についてもお話しします。 

 
第４回 ７月１２日 ラ抜きことば 

現代日本語の諸問題の一つとしてラ抜きことばを取り上げ、その成立過程、現代の使用

状況をお話しし、今後ラ抜きことばをどう考えるべきかなどを、信州方言の可能表現とも

関連づけながら解説します。 

 
第５回 ８月９日 日本語と信州のことば －将来に向けて－ 

今までお話したことをまとめ、さらにことばと文化の関わりに触れ、最後に日本語と信

州のことばの将来のありかたについてお話しします。 
 

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 
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韓国文化 

講師 延 鎮淑 （信州大学 全学教育機構 外国語准教授） 
 
第１回 ４月１２日 韓国のプロフィール 
    自然環境、歴史、生活、教育など、韓国のプロフィールについてお話しします。 

 
第２回 ５月１０日 世界文化遺産 
    韓国の世界文化遺産を、映像を見ながら解説します。 

 
第３回 ６月１４日 食生活史 

原始から現代までの食物の種類、食品の調理と保存、食器の発生、食生活の習慣などに

ついてお話しします。 

 
第４回 ７月１２日 ことば 

ハングルの歴史、仕組みを解説し、実際にハングル文字と簡単な会話を学びます。そし

て日韓で同様の意味を持っていながら表現の仕方が異なる諺についてもお話しします。 

 
第５回 ８月９日 生活習慣 

生活習慣を日本の場合と比較しながら、その生活習慣の文化的背景を解説し、一緒に考

えます。 
～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 

 

「米百俵」の思想世界 －日本近代化と象山門人の活躍－ 

講師 坂本 保富 （信州大学 全学教育機構 教授） 

 

第１回 ４月１２日 佐久間象山の思想と門人たちの軌跡 
    佐久間象山の学問思想を概観し、それが幕末維新期における日本近代化過程で、

門人たちによってどのように継承展開されたか、を概説します。 
 

第２回 ５月１０日 「米百俵」の主人公は象山門人の小林虎三郎 
    歴史的偉人の吉田松蔭と並んで、象山門人を代表する「米百俵」の主人公・小

林虎三郎（越後長岡藩）の象山塾での学びの姿勢と内容を分析し、如何にして歴

史的美談「米百俵」が惹起されたかのか、その背景を探究し概観します。 

 

第３回 ６月１４日 歴史的な美談「米百俵」の世界とは 
    いったい歴史的な美談「米百俵」とはどのような出来事であったのか。その歴

史的な出来事の内容と意味を、主人公である象山門人・小林虎三郎の思想と行動

の分析を通して、具体的に概観します。 
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第４回 ７月１２日 日本近代化と「米百俵」の思想 
    明治以降の日本近代化過程において「米百俵」の主人公・小林虎三郎は、如何

にして象山思想の実現を期して具体的な活動を展開したのか。その全体像を、彼

の著作・翻訳・校訂等の多面的な活動を通して分析し概観します。 
 

第５回 ８月９日 「米百俵」の世界とは象山思想の具体化 
    はたして「米百俵」の思想とは何か。それは、象山の「東洋道徳・西洋芸術」

思想を内実とする教育立国思想の実践的展開でした。その思想こそが、幕末維新

期における日本近代化を主導する現実的な役割を担った軌跡を検証し、歴史的な

意味と役割を概観します。   
～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 

 

ピーターラビットの世界を楽しむ 
講師 近藤 富英 （信州大学 全学教育機構 教授） 

 
 世界でいちばん有名で愛されているうさぎ、ピーターラビットの絵本を英語で楽しく読みなが

ら、物語の背景となる英国・湖水地方も紹介します。そのほか作者の伝記を読んだり、物語のテ

ープを聞いたりします。英語とピーターラビットが大好きなあなたへ。 

 
第１回 ４月２６日 『ピーターラビットのおはなし』（The Tale of Peter Rabbit） 

いたずら好きのうさぎ、ピーターが、マクレガーさんの庭に入り込んで繰り広げる冒険

の結末は？ 作者ビアトリクス・ポターのはじめての本です。 

 
第２回 ５月１７日 『ベンジャミンバニーのおはなし』（The Tale of Benjamin Bunny） 

ピーターと「いとこ」のベンジャミンは、ピーターの無くした服を取り戻そうとマクレ

ガーさんの庭に入り込みましたが、思いもかけぬことが起きてしまいます。 

 
第３回 ６月２１日 『フロプシーのこどもたち』（The Tale of Flopsy Bunnies） 

ベンジャミンとピーターの姉妹のフロプシーは結婚しますが、その子うさぎたちは眠気

をさそうレタスを食べてしまい、マクレガーさんにつかまってしまいました。 

 
第４回 ７月１９日 『あひるのジマイマのおはなし』（The Tale of Jemima Puddle-Duck） 

あひるのジマイマはひとりでたまごを生もうと、丘のむこうをめざします。途中で出会

ったきつねの紳士の正体とジマイマの運命はいかに。 

 
第５回 ８月９日 『モペットちゃんのおはなし』（The Story of Miss Moppet） 

こねこのモペットちゃんはねずみと格闘します。だましだまされ、さてそのお話の行き

先は？作者が幼い子のためにとくに書いた物語です。 
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～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 

 

信州の文化を育んだ特徴的な地質環境 
講師 大塚 勉 （信州大学 全学教育機構 准教授） 

 
第１回 ４月１９日 信州の地質に見る熱帯・深海そして大陸 
    信州の山は、日本列島の骨格をなす岩石でできています。その生い立ちは、地球規模の

運動の結果です。そこでは、海底に流れ出た溶岩や、サンゴ礁や深海底で生物の遺骸が堆

積してできた岩石が、ダイナミックな運動を物語っています。 

 
第２回 ５月１７日 大陸から信州の地質を考える 

 新第三紀以前に、日本列島は大陸から分離することによって形成されました。アジアの

大陸地域を歩くと、日本列島の地質と共通な現象に出会うとともに、日本列島の地質を形

成することになった背景を知ることができます。中国・ロシア・韓国にご案内します。 

 
第３回 ６月２１日 信州の生活の場  ̶盆地の成因  ̶

 私たちの生活の場は松本平・善光寺平・佐久平・諏訪盆地・伊那谷とよばれる盆地です。

中央高地の中にあって、盆地は人の生活の場を提供し、文化を育んできました。その盆地

は、どのようにして形成されたのでしょうか。信州を信州たらしめた地質現象を学びます。 

 
第４回 ７月１９日 信州の地質災害 

 信州の生活の場である盆地は、地質時代のスケールの中では極めて最近の運動によって

作られました。そこには多くの活断層が存在し、その活動の結果、地震や土砂災害などの

発生が心配されています。信州で生活する上で、つきあってゆかなければならない地質災

害について学びます。 

 
第５・６回 ８月２日 信州の地質を見る 

 これまで学んだ信州を特徴づける地質現象のいくつかに、マイクロバスなどを利用して

実際に訪れます。松本盆地の地形、日本列島の基盤をなす岩石、フォッサマグナに堆積し

た地層、活断層地形、災害発生現場などを観察します。 
通常の教養教室とは実施方法が異なりますのでご注意ください。 
① 実施時間が長いため、２回分にカウントします。 
② バスを利用しますので、費用（保険料含む）を別途ご負担頂くことになります。 
③ ９時開始，１７時終了の予定です。 
④ 実施日が変更になることもあります。 

 
～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 
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遺伝子を知る －不滅性と無常性－ 
講師 伊藤 靖夫 （信州大学 全学教育機構 准教授） 

 
第１回 ４月２６日 生命・生物と遺伝 

生物学では「生物・生命とは何か？」と言う問いに答えることはできません。しかし、

考え議論するにあたって、最低限の共通の認識は必要です。「親の特徴を備えた子供が生

まれること」＝遺伝はその基本となります。第１回目は、「生物・生命とは何か？」と言

う問いについて考えてみるとともに、その問いに対する遺伝の位置づけについて考えます。 

 
第２回 ５月２４日 遺伝子としてのDNA 

今から約150年前に、メンデルが、ごく限られた条件のもとでは、遺伝はルールに則っ

ておこることを示しました。それは、ルールを決めているもの（すなわち、遺伝子）があ

るという信念のもと、約100年後の、遺伝子としてのDNA分子の構造決定につながりま
した。第２回目は、その経緯について解説します。 

 
第３回 ６月２８日 遺伝情報の流れ 

DNA 分子は複製することによって、親から子に受け継がれ、遺伝子としての役割を果
たします。また、遺伝子としてのDNAが個々の生物において行っていることは、タンパ
ク質の形を決めることです。第３回目は、遺伝子としてのDNA分子が果たす、縦と横の
情報の流れについて解説します。 

 
第４回 ７月２６日 生物にとってのタンパク質（酵素） 

遺伝子としてのDNAは生物としての我々の活動に対し、直接的には関係しません。我々
の体を動かしているものは、タンパク質です。第４回目は、タンパク質とは何かについて

解説し、タンパク質が存在しない場合には起こりえないことが、タンパク質が介在するこ

とによっていかにしておこるようになるのか、について考えます。 
 

第５回 ８月２３日 遺伝子の不滅性と無常性 
DNA 分子が規定する、タンパク質の形に置き換えられる情報は、何千年、何万年と変
化することなく、親から子に受け継がれます。すなわち、不滅です。しかし、分子として

の遺伝子は常に壊され、作られることによって置き換えられているので、同じ「もの」は

ごく短時間しか存在しません。すなわち、無常、です。第５回目は、遺伝子の不滅性と無

常性について考えたうえで、その不滅性が、自然淘汰の単位としての前提のうちの一つで

あることを説明します。 
 

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 
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開講日時の日程表 （土曜日の開講になります。） 
開 講 日 時 Ⅰ  （10：30～12：00） Ⅱ  （13：00～14：30） Ⅲ  （15：00～16：30） 

4月12日 馬瀬 （第１回）   坂本 （第１回）， 延 （第１回） 

4月19日   大塚 （第１回）   

4月26日 伊藤 （第１回） 近藤 （第１回）   

5月10日 馬瀬 （第２回）   坂本 （第２回）， 延 （第２回） 

5月17日 近藤 （第２回） 大塚 （第２回）   

5月24日 伊藤 （第２回）     

6月14日 馬瀬 （第３回）   坂本 （第３回）， 延 （第３回） 

6月21日 近藤 （第３回） 大塚 （第３回）   

6月28日 伊藤 （第３回）     

7月12日 馬瀬 （第４回）   坂本 （第４回）， 延 （第４回） 

7月19日 近藤 （第４回） 大塚 （第４回）   

7月26日 伊藤 （第４回）     

8月  2日 大塚 （第５・６回）  （現地見学です。概要に注意事項があります。合わせてご覧下さい。） 

8月  9日 馬瀬 （第５回） 近藤 （第５回） 坂本 （第５回）， 延 （第５回） 

8月23日 伊藤 （第５回）     

 
受講料 （資料代、交通費は含みません。） 

コ ー ス 名 受 講 料 

現代日本語の諸問題と信州のことば ９０００円 

韓国文化 ９０００円 

「米百俵」の思想世界 －日本近代化と象山門人の活躍－ ９０００円 

ピーターラビットの世界を楽しむ ９０００円 

信州の文化を育んだ特徴的な地質環境 １０５００円 

遺伝子を知る －不滅性と無常性－ ９０００円 

 

申し込み方法 
・ 下記の電話またはメールによる申し込み 

・ 下記の住所への郵便による申し込み 

・ 下記の口座への受講料入金による申し込み （振替用紙の通信欄に受講希望コース名を明記して下さい。） 

 
主催 信州大学の教養教育を考える会   代表 松岡 俊裕（信州大学 全学教育機構 教授）

※ 本会は非営利団体であり、信州大学が運営するものではありません。 
   〒３９０－０８０２ 松本市 旭 ３－１－１ 信州大学全学教育機構内 
   電話 ０９０－１８６６－４８９８ 

０２６３－３７－２２８５（直通）    tomatsu@shinshu-u.ac.jp 

      ０２６３－３７－３０６７（直通）    ktakano@shinshu-u.ac.jp 

   ゆうちょ銀行（郵便局）   口座番号 ： ００５４０－２－５９８１７ 

口座名称 ： 信州大学の教養教育を考える会 


